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第
六
十
四
回
神
田
古
本
ま
つ
り
の
收
穫
(
上
) 

 
 

 

土
屋 

博 

 

令
和
六
年
十
月
廿
五
日
(
金
曜
日
)
の
初
日
に
加
へ
て
二
日
目
、
五
日
目
、
八
日
目
、
九
日
目
、
及
び

十
日
目
に
買
出
し
に
赴
き
、
手
に
持
ち
得
る
限
り
の
あ
ま
た
書
籍
を
購
入
せ
り
。
コ
ロ
ナ
禍
終
焉
に
よ
り

人
出
戻
り
、
外
國
人
客
も
目
立
ち
た
り
。 

 

一
「
訂
正 

古
訓
古
事
記 

中
卷
、
下
卷
」 

(
京
師
書
肆
永
田
調
兵
衞
、
寬
政
十
一
年
御
免
、
明
治
三
年
二
刻
、
明
治
四
年
刻
成
) 

古
書
價
格
各
二
百
圓
也
。
高
岡
市
萬
葉
歷
史
館
に
展
示
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
同
じ
。
寬
政
十
年
に
本
居
宣

⾧
古
事
記
傳
を
完
成
し
た
る
こ
と
を
踏
ま
へ
、
弟
子
た
ち
の
勸
め
も
あ
り
、
此
の
訂
正
版
出
版
せ
ら
れ
た

る
由
。 

 
 

二
「
童
蒙
尺
牘 

漢
語
用
文
章
」
條
野
孝
茂
著 

(
東
京
書
肆
松
林
堂
、
明
治
五
年
刊
、
七
十
六
丁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
た
と
へ
ば
、「
早
春
人
を
招
く
文
」
よ
り
、「
靑
帝
光
臨
東
方
最
先
開
春
慶
暢
に
た

へ
ず
候
。
今
朝
は
神
速
御
來
例
乍
ら
辱
く
、
ご
配
慮
年
玉
銘
御
惠
投
、
多
謝
奉
り
候
」
云
々
。 

 

三
「
御
布
吿
い
ろ
は
節
用 

完
」
鶴
田
眞
容
編
述 

(
鶴
田
眞
容
藏
版
、
明
治
八
年
刊
、
十
四
丁
) 
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古
書
價
格
三
百
圓
也
。
い
ろ
は
順
に
二
十
個
の
二
字
熟
語
を
敎
ふ
る
本
。
た
と
へ
ば
、「
い
」
に
つ
い
て

は
、
委
任
、
育
民
、
一
洗
、
一
層
、
因
循
、
依
賴
、
畏
縮
、
誘
引
、
憂
慮
、
遊
惰
、
移
日
、
陰
謀
、
音

言
、
院
務
、
倚
子
、
違
敕
、
違
式
、
違
律
、
慇
懃
、
飮
食
と
い
ふ
調
子
な
り
。 

 

 

四
「
皇
朝
歷
代
史 

全
」
奧
野
陣
七
編
輯 

(
報
國
社
藏
梓
、
明
治
十
九
年
刊
、
五
十
九
丁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
人
皇
太
祖
神
武
天
皇
よ
り
第
百
二
十
二
代
今
上
天
皇
ま
で
、
在
位
年
数
、
崩
御
年

月
日
、
御
陵
に
關
す
る
情
報
な
ど
を
纏
め
た
る
も
の
な
り
。
神
武
天
皇
を
例
に
擧
ぐ
れ
ば
、
在
位
七
十
六

年
、
丙
子
三
月
十
一
日
崩
壽
百
二
十
七
。
畝
傍
山
東
北
陵
は
、
周
圍
四
百
三
十
八
間
、
南
面
東
表
。
御
陵

は
、
大
和
國
高
市
郡
大
久
保
山
本
村
境
に
在
す
と
の
こ
と
。 

 

五
「
開
明
婦
女
敎
導 

當
世
女
用
文
章 

全
」
岡
田
良
策
編 

(
聚
榮
堂
、
明
治
二
十
年
刊
、
二
六
丁
) 

古
書
價
格
九
百
圓
也
。
目
次
は
、
年
始
の
文
、
寒
さ
見
舞
の
文
、
梅
花
を
贈
る
文
、
潮
干
が
里
催
し
の

文
、
花
見
に
誘
ふ
文
、
入
梅
中
人
を
慰
る
文
、
暑
中
見
舞
の
文
、
秋
の
七
草
を
贈
る
文
、
月
見
の
文
、
菊

花
を
贈
る
文
、
歲
暮
の
文
、
婚
禮
悦
び
の
文
、
安
產
悦
び
の
文
。 

 

六
「
新
撰
小
學
歷
史 

卷
上
、
卷
中
、
卷
下
」
藤
本
眞
編
述
、
依
田
百
川
校
正 

(
東
京
阪
上
氏
藏
梓
、
明
治
廿
一
年
刊
、
文
部
省
檢
定
濟
、
定
價
金
貳
拾
五
錢
) 

古
書
價
格
千
五
百
圓
也
。
凡
例
に
曰
く
、「
我
が
國
古
今
の
變
遷
を
明
に
し
生
徒
を
し
て
既
往
を
現
世
に

徴
し
豫
め
後
來
の
形
勢
を
考
へ
尊
王
愛
國
の
志
念
を
鞏
く
せ
し
め
ん
と
す
」
と
。 
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道
⾧
の
一
女
彰
子
に
つ
い
て
は
、「
彰
子
生
れ
て
艶
麗
、
髪
の
⾧
さ
身
を
過
ぐ
。
入
內
に
お
よ
び
侍
女
數

十
人
一
時
の
才
色
を
選
み
、
紫
式
部
、
和
泉
式
部
等
皆
名
あ
り
。
就
中
紫
式
部
は
中
宮
の
師
に
し
て
才
名

高
く
、
著
す
所
の
源
氏
物
語
文
章
優
麗
に
し
て
後
世
に
稱
せ
ら
る
」
と
。 

 

七
「
敕
語
註
解 

日
本
敎
育
之
基
礎
」
宮
中
顧
問
官
貴
族
院
議
員
西
村
茂
樹
先
生
校
閲
、
渡
邊
武
助
註
解 

(
發
行
人
中
村
與
右
衞
門
、
明
治
廿
四
年
刊
、
定
價
金
參
拾
錢
、
七
十
頁
) 

古
書
價
格
八
百
圓
也
。
例
言
に
曰
く
、「
敕
語
の
事
た
る
赫
々
と
し
て
全
國
に
照
徹
す
る
も
の
な
れ
ば
固

よ
り
區
々
の
註
解
を
要
せ
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
廣
大
の
議
論
無
邊
の
道
理
を
僅
々
數
百
言
の
間
に
含
蓄

す
る
も
の
な
れ
ば
其
意
味
甚
だ
高
遠
な
り
」
云
々
と
。 

 

 

八
「
竹
取
物
語
新
釋
」
文
科
大
學
敎
授
従
五
位
木
村
正
辭
序
、
春
山
賴
母
井
上
賴
文
共
著 

(
八
尾
藏
版
、
明
治
廿
六
年
刊
、
正
價
金
拾
五
錢
、
一
二
三
頁
) 
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古
書
價
格
五
百
圓
也
。
文
科
大
學
の
木
村
敎
授
、
序
に
曰
く
、「
竹
取
翁
物
語
は
物
語
の
祖
な
り
と
紫
式

部
の
源
氏
物
語
に
い
へ
り
。
作
者
は
古
き
書
物
に
源
順
と
あ
れ
ど
そ
れ
よ
り
も
や
ゝ
古
く
し
て
弘
仁
頃
の

撰
な
る
べ
し
と
著
者
の
例
言
に
も
い
へ
る
。
げ
に
さ
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
。・
・
・
げ
に
よ
き
國
文
の
模
範
な

る
べ
し
。」
と
。 

 

九
「
標
註
參
考 

古
今
和
歌
集 

全
」
賀
茂
眞
淵
翁
本
居
宣
⾧
翁
校
本
、
飯
田
武
郷
校
閲
、
飯
田
永
夫
標
註 

(
文
學
倶
樂
部
、
明
治
二
十
六
年
刊
、
正
價
金
拾
八
錢
五
厘
、
二
一
六
頁
) 

古
書
價
格
八
百
圓
也
。
過
去
に
購
入
し
た
る
も
の
に
比
し
、
狀
態
頗
る
佳
く
、
新
本
の
如
し
。 

 

十
「
孫
子
呉
子
講
義 

全
」
前
大
學
敎
授
從
七
位
城
井
壽
章
君
序
、
吉
備
越
溪
西
村
豐
君
講
述 

(
三
書
房
發
兊
、
明
治
廿
七
年
刊
、
一
四
八
＋
八
六
頁
) 

古
書
價
格
九
百
圓
也
。
城
井
壽
章
、
序
に
曰
く
、「
余
少
年
時
好
談
兵
。
酷
嗜
孫
呉
子
。
日
夜
諷
誦
萬
遍

不
厭
」
と
。 

 

十
一
「
國
語
漢
語
梵
語 

故
事
熟
語
詳
解 

完
」
南
畝
處
士
佃
淸
太
郞
著 

(
秀
美
堂
發
兊
、
明
治
廿
七
年
刊
、
四
五
二
頁
) 

古
書
價
格
九
百
圓
也
。
い
部
石
走
(
い
は
は
し
る
)
は
、
た
ぎ
、
た
る
み
の
枕
詞
。
ろ
部
六
歌
仙
と
は
、

在
原
業
平
、
僧
正
遍
昭
、
小
野
小
町
、
喜
撰
法
師
、
大
友
黑
主
、
文
屋
康
秀
。
は
部
は
と
ぶ
し
と
は
、
鳩

の
鳴
く
こ
と
。 
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十
二
「
世
界
歷
史
譚
第
貳
編 
孔
子
」
吉
國
藤
吉
著 

(
博
文
館
、
明
治
三
十
二
年
刊
、
正
價
金
拾
參
錢
、
一
三
八
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
表
紙
及
び
挿
絵
は
橫
山
大
觀
の
筆
に
よ
る
も
の
な
れ
ば
、
味
は
ひ
深
し
。 

 

十
三
「
藤
侯
實
歷
」
大
橋
乙
羽
筆
記 

(
博
文
館
、
明
治
卅
二
年
刊
、
定
價
金
參
拾
錢
、
本
文
六
十
頁
、
附
録
に
靑
萍
詩
草
) 

古
書
價
格
千
二
百
圓
也
。
以
前
本
書
よ
り
遙
か
に
狀
態
惡
し
き
も
の
、
八
千
圓
に
て
賣
ら
れ
け
り
。 

伊
藤
博
文
侯
の
直
話
を
筆
記
し
た
る
も
の
な
り
。「
私
共
の
洋
行
す
る
時
分
は
如
何
な
有
樣
で
あ
つ
た
か

と
い
ふ
と
、
堀
辰
之
助
と
い
ふ
人
が
飜
譯
し
た
英
吉
利
の
辭
書
が
一
册
だ
け
で
あ
つ
た
。
其
頃
は
な
か
な

か
眞
正
に
解
釋
す
る
者
が
無
い
か
ら
、
其
間
違
ひ
の
あ
る
一
冊
の
辭
書
と
、
山
陽
の
日
本
政
記
と
を
携
へ

て
洋
行
し
た
の
で
あ
る
」
と
。 

 

十
四
「
國
文
故
事
熟
語
正
解
」
文
學
士
山
岸
辰
藏
著 

(
修
學
堂
書
店
、
明
治
三
十
九
年
刊
、
定
價
金
四
拾
五
錢
、
本
文
三
六
五
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。「
あ
い
ぜ
ん
」
梵
語
な
り
。
佛
經
に
い
ふ
明
王
の
一
と
す
。
そ
の
相
貌
は
三
面
六

臂
に
し
て
頂
に
獅
子
の
面
を
被
れ
り
。 
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十
五
「
新
井
白
石
全
集 

第
三
」 

(
發
行
者
吉
川
半
七
、
明
治
三
十
九
年
刊
、
非
賣
品
、
七
一
三
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
二
度
目
の
購
入
、
以
前
の
も
の
よ
り
狀
態
よ
し
。
二
段
組
に
て
、
折
た
く
柴
の

記
、
古
史
通
、
讀
史
餘
論
な
ど
、
白
石
の
代
表
作
を
收
錄
せ
り
。 

 

十
六
「
七
十
八
日
遊
記
」
德
富
猪
一
郞
著 

(
民
友
社
、
明
治
四
十
年
三
版
、
定
價
金
壹
圓
六
拾
錢
、
三
四
六
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
本
書
は
豪
華
本
と
普
通
本
を
旣
に
所
有
せ
る
も
、
今
回
は
値
段
格
安
な
れ
ば
、
三

囘
目
の
購
入
と
は
な
れ
り
。
そ
れ
だ
け
の
價
値
あ
る
、
德
富
蘇
峰
の
支
那
旅
行
記
な
り
。 

 

(
令
和
六
年
十
一
月
四
日
受
附
) 

  


